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令和７年度 学校経営報告書（自己評価） 

 

学校番号 14 学 校 名 静岡県立浜名特別支援学校 校 長 名 村田 健二 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載）  

取組 

目標 
成果目標 達成状況 

評 

価 
成果◎と課題▲ 

 
 
 
 
 
 
 
 

【
笑
顔
】
環
境
づ
く
り 

安
全
で
安
心
な
学
校
生
活 

・避難生活を見据えた

備蓄品の定期的な点

検、避難生活想定研

修が実施されてい

る。 

・危機管理マニュアル

の見直し 年 1回以上 

・様々な発災時に必要

な避難行動を、訓練

時に自ら行うことが

できている。 

・避難生活に見通しを

もてる体験活動を複

数組み合わせ実施し

ている。 

＜防災課＞ 

・年度始めに１回、分掌課員を

中心に備蓄品の点検と、夏季

休業中に避難生活想定研修

を実施することができた。 

・危機管理マニュアルの見直し

ができたと答えた教員 94％ 

・事前学習で避難行動を確認し

たことで、児童生徒が訓練の

意味を理解して避難するこ

とができた。 

・避難生活に見通しをもてる体

験活動を複数組み合わせ実

施できたと答えた教員 100％ 

Ａ 

◎年度途中に教職員の体制に

ついて危機管理マニュアル

の修正を行うことができ

た。 

◎テント、マンホールトイレ

の組み立て等、学部の実態

に応じた体験活動を実施す

ることができた。 

▲来年度は、初めて行う想定

訓練等の後には、安全対策

委員会を開催し、危機管理

マニュアルの見直しを定期

的に行う。 

 

・児童生徒が校内外で

事故やけが、病気か

ら身を守る行動がと

れている。 

・常に事故や危険防止

の視点をもって環境

を整えている教員

100％ 

・緊急時に自分がとる

べき行動を理解して

いる教員 90％ 

・児童生徒が食に関心

をもち、マナーを守

って食事することが

できている。 

＜体育保健課＞ 

・児童生徒が、準備運動やうが

い、手洗いなど、けがや病気

から身を守る行動がとれた

と答えた教員 100％ 

＜各学部＞ 

・常に事故や危険防止の視点を

もって環境を整えていると

答えた教員 100％ 

＜生徒指導課＞ 

・危機管理マニュアル研修、捜

索訓練、緊急時対応訓練など

を通して、緊急時に自分がと

るべき行動を理解すること

ができたと答えた教員 100％ 

＜体育保健課＞ 

・食事のマナーに気を付けて楽

しく食べるための指導支援

ができたと答えた教員 99％ 

 

Ａ 

◎日頃から指導することで、児

童生徒自ら気付いて取り組

む姿が見られた。 

◎学習集団で事故や怪我につ

ながりそうなことを予測し

情報共有することで安全な

環境づくりができた。 

◎児童生徒が安心安全に生活

することができるよう各種

訓練や職員研修を計画的に

実施することができた。 

▲楽しく食べるための席の配

置や、教室環境の工夫をし、

その中で栄養教諭と連携し

ながらマナー指導をしてい

きたい。 

 



様式第３号  

取組 

目標 
成果目標 達成状況 

評 

価 
成果◎と課題▲ 

・事務部との情報共有に 

より校内で早期に対応

する環境整備ができて

いる。 

＜総務課＞ 

・事務部との情報共有により校

内で早期に対応する環境整

備ができたと答えた教員

96％ 
Ａ 

◎事務室に修繕依頼があった

時には、迅速に対応すること

ができた。 

▲ごみの捨て方など、昨年度と

変更したことは、分掌課内や

事務室と共通理解を図りな

がら対応していく。 

・児童生徒が、命の大切

さを知り、自分や周囲

の人を大切にしてい

る。 

・人権教育全体計画や道

徳教育全体計画に基

づいた授業の充実が

図れたと答える教員

100％ 

＜学部＞ 

・児童生徒が周囲の人を大切に

できるように、人権に配慮し

た支援や指導を行うことが

できたと答えた教員 98％ 

＜生徒指導課＞ 

・人権教育全体計画や道徳教育

に基づいた授業の充実が図

れたと答えた教員 94％ 

Ｂ 

◎児童生徒に気になる行為が

あった際には、即時的に指導

することができた。指導を行

う際に、学年内で解決するの

ではなく、組織で動き解決し

ていくようにしていきたい。 

▲人権感覚チェックリストが

ただ提出するだけの物にな

りがちであった。 

専
門
性
の
向
上 

・ペア同士で互いの授業

を見合うことで、主体

的に授業づくりに取

り組み、授業改善を行

うことができた教員

100％ 

 

＜研修課＞ 

・テーマ、グループ研究やペア

研に取り組むことで、主体的

に授業を見直し、自身の指導

力の向上を実感できたと答

えた教員 96％ 

 

Ａ 

◎なかなか見ることができな

い他学年の授業を参観でき

るいい機会になり、個人の授

業力アップにつながった。 

▲授業を参観するために、都合

をつけたり助勤を依頼した

りと調整が難しかった。 

・外部専門家等による研

修を実際の指導場面

等に生かすことがで

きた教員 100％  

・教員育成指標の段階に

応じた研修により、専

門性を高められたと

感じる職員 80％ 

＜学習指導＞ 

・講演会や各学部・グループで

の学習会・検討会を活用する

ことで、個々の自立活動の目

標に沿った活動内容や指

導・支援につなげることがで

きたと答えた教員 100％ 

＜学部＞ 

・学部のミニ研修やグループ研

修をとおして、授業力や指導

力の向上につなげることが

できたと答えた教員 100％ 

Ａ 

◎研修会を通して、現状の指

導、支援の見直しをすること

ができた。来年度も継続して

拝聴したい講演もあった。 

◎学部会で毎回様々なミニ研

修を計画的に実施したため、

学びを深めることができた。 



様式第３号  

取組 

目標 
成果目標 達成状況 

評 

価 
成果◎と課題▲ 

働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り 

・日々の気軽な会話が、

より良い授業づくり

や円滑な業務の遂行

につながった職員

100％ 

・業務改善や教員のや

りがい向上につなが

る取り組みを行うこ

とができた。学年、分

掌、各 1ずつ 

・常時 19時、定時退勤

日 17 時 30 分施錠と

残留希望申し出(上

限 1時間)の徹底がさ

れている。  100％ 

＜全体＞ 

・日々の気軽な会話が、より良

い授業づくりや業務の遂行

につながったと答えた教員

97％ 

・業務改善や教員のやりがい向

上につながる取り組みを行

うことができたと答えた教

員 93％ 

・常時 19時、定時退勤日 17時 

30 分施錠と残留希望申し出

（上限１時間）の徹底がされて  

いた 100％ 

 

Ａ 

◎全体的に話しやすい雰囲気

のもと、雑談を含め相談や会

議での活発な話し合いがで

きた。 

▲前年度踏襲にならないよう

に、業務内容の精選を図った

り、気持ちに余裕がない時に

は、学年主任、分掌課長、部

主事に早めに相談をかけた

りすることで、業務の平均化

を図りたい。 

◎勤務時間管理システムで確

認し、全員時間外 45 時間、

年間 360時間以内であった。

概ね 19 時退庁が徹底してい

る。 

 
 
 
 

 
 
 

【
仲
間
】
活
動
づ
く
り 

仲
間
と
の
学
び
の
中
で
、
主
体
性
を
発
揮
で
き
る
活
動
づ
く
り 

・・児童生徒個々の自立
活動や個別の目標に
沿った活動内容と指
導・支援が組まれて
いる。 

 ・個別の指導計画が授
業の計画・反省時に
活用され、児童生徒
の育ちにつながって
いる。 

 

・授業づくりの評価に

基づき、教科間のつ

ながりや学習の積み

上げの視点で、年間

指導計画や教育課程

の見直しができてい

る。 

＜教務課＞ 

・個別の指導計画を教員間で共

有し、授業の計画・反省時に

活用することで、個々の児童

生徒の育ちにつながったと

答えた教員 96％ 

＜学習指導課＞ 

・年間指導計画について意見を

出し合い、各教科等のつなが

りや学習の積み上げを意識

することができたと答えた

教員 99％ 

Ａ 

◎学部会で共有する時間を作

り、同じ学年の児童生徒の個

別の指導計画の進捗状況を

確認し授業に生かした学部

があった。 

◎学部会のミニ研修で年間指

導計画を話題にし、年度途中

に教科間のつながりを確認

することができた。 

 

 ・単元に含まれる各教

科の学習内容を具体

化し、それを受けて

単元目標を設定する

ことができた。 

＜研修課＞ 

・合わせた指導において、各教

科等の学習内容を踏まえた

単元目標の設定をすること

ができたと答えた教員 99％ 

Ａ 

◎学習指導要領を見やすくま

とめたものを研修課が提示

し、グループ会で活用した。

研修テーマに沿って、単元目

標の分析をすることができ

た。 

 

・体験的活動をとおし、

児童生徒がワクワク

(期待感と意欲)して

いる姿が増えたり、

仲間との関係が深ま

ったりしている。 

＜学部＞ 

・体験的な活動を設定し児童生

徒が協力して意欲的に活動

に取り組む姿を引き出す授

業づくりに取り組むことが

できたと答えた教員 96％ 

Ａ 

◎児童生徒から出た意見をも

とに授業展開を変えたり、体

験的な活動を増やしたりし、

児童生徒が授業に対して期

待感や意欲を引出すことが

できた。 

【
仲
間
】
活
動
づ
く
り 



様式第３号  

取組 

目標 
成果目標 達成状況 

評 

価 
成果◎と課題▲ 

・キャリア教育の内容

を意識し、キャリア

発達に応じた授業を

実践した教員 100％ 

・本校における 12年間

をつなぐキャリアパ

スポートが整理され

押さえられている。 

＜進路指導課＞ 

・キャリア教育の内容を意識

し、キャリア発達に応じた授

業を実践できたと答えた教

員 97％ 

・キャリアパスポートの考え方

を理解することができたと

答えた教員 97％ 

Ａ 

◎年間を通して、キャリアパス

ポートを使用して、自己分

析、自己理解を深める授業づ

くりを実施することができ

た。 

◎学部会のミニ研修の中で、キ

ャリアパスポートについて

研修を行い、考え方について

共通理解を図ることができ

た。 

・一人一台端末や BYOD

等を活用した、児童

生徒が主体的で深い

学びにつながる授業

を、すべての児童生

徒に対し、年２回以

上実施ししている。 

＜学習指導課＞ 

・情報端末を使用して、児童生

徒が主体的で深い学びにつ

ながる授業を、すべての児童

生徒に対して年２回以上実

施できたと答えた教員 95％ 

Ａ 

◎情報端末を使う場面を多々

設けた。 

▲深い学びにつながる授業づ

くりができたか判断が難しい。 

 

豊
か
な
日
常
生
活
を
育
む
活
動
づ
く
り 

・生活年齢や発達段階に
合わせた余暇につなが
る活動に、児童生徒が
興味をもって自ら取り
組んでいる。 

・家庭での取り組みへの 

呼びかけを実施。 

＜学部＞ 

・本に親しむ機会や生涯スポー

ツ等を体験的な活動をとお

して興味関心を広げること

ができたと答えた教員 100％ Ａ 

◎定期的に図書室を利用した

り、授業の中で図書室の本を

活用したりした。また、フロ

アカーリングやフライング

ディスクなど卒業後の余暇

につながる学習を計画し、実

施することができた。フライ

ングディスクは大会に出場

して入賞することができた。 

 
・集会やペア学年との活 
動をとおし、他学部や
他学年の児童生徒とあ
いさつを交わし合うこ
とができるようになっ
ている。 

・体育的行事や学習発表 

会の中でお互いの活動 

を知り応援することが 

できている。 

＜生徒指導課＞ 

・生徒会を主体とする全学部が

参加するあいさつ運動の実

施をとおして、他学部や他学

年の児童生徒とあいさつを

交わし合うことができるよ

うになったと答えた教員

99％ 

＜学部＞ 

・他学年、他学部との学習活動

を設定し、関わり合いを大切

にした活動ができたと答え

た教員 100％ 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

◎小学部の児童が高等部の生

徒の顔を覚えたり、高等部生

徒が下級生の様子を知った

りと関わる機会を多くもつ

ことができた。 

◎運動会やペア交流などでク

ラス以外の児童生徒が関わ

ることができた。また、さつ

まいもやチューリップの球

根植えで小学部と高等部が

関わり合いながら活動する

ことができた。 



様式第３号  

取組 

目標 
成果目標 達成状況 

評 

価 
成果◎と課題▲ 

 

【
地 

域
】
関
係
づ
く
り 

地
域
を
知
り
、
地
域
を
考
え
、
地
域
と
つ
な
が
る
活
動
の
推
進 

・学部間の系統性があ
る環境教育の目標と
計画をもとに、学部
の実態に合った環境
教育が実践されてい
る。 

・地域とつながり、連

携した環境学習が展

開できている。 

＜学部＞ 

・昨年度実践できそうな環境教

育について話し合った。それ

を参考にして、今年度は各学

部の実態に応じて環境教育

を実施することができた。 

＜総務課＞ 

・学部間の系統性がある環境教

育の目標と計画をもとに、学

部の実態に合った環境教育

が実践できたと答えた教員

97％ 

＜総務課＞ 

・地域とつながり、連携した環

境教育が展開できたと答え

た教員 95％ 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

◎図画工作、美術、学級活動な

どで使用する木の実等、学校

周辺から拾い集めて使用し

たり、SDGｓの視点で生活単

元学習や家庭科の授業に取

り組んだりすることができ

た。 

▲既に立てられていた年間指

導計画に後から関連づけた

感じになったため、年間指導

計画を立てる段階で環境教

育を設定する。 

◎稲刈りの見学や海岸清掃の

事前学習に、地域の方が参加

してくださった。また、清掃

のやり方や木工作品のアド

バイス等、外部の専門家か

ら、専門的知識を教えていた

だいた。 

・地域住民との交流が

生まれ、地域資源を

活用した学習活動が

できている。 

＜学部＞ 

・地域資源を生かした体験的活

動や環境教育を行うことが

できたと答えた教員 97％ Ａ 

 

◎地域に出掛けての作業製品

販売や、店舗の窓清掃に取り

組んだ。 

◎学校運営協議会では、SDGｓ

の視点でどのような地域環

境を生かした学習ができる

か協議した。これからの環境

教育に生かしていく。 

・支援が必要なケースを 

正しく把握し、各機関

等とつながりながら児

童生徒や保護者の願い

に寄り添う支援をして

いる。 

＜特別支援課＞ 

・支援区分表を活用して、学

部・学年間で支援の共有をす

ることや、必要に応じて関係

機関とつながりをもち支援

できたと答えた教員 97％ 

 

 

Ａ 

◎支援区分表があることで、生

徒の家庭状況を踏まえ現状

を把握し、支援会議の必要性

を見直すきっかけなった。ま

た、各学部のコーディネータ

ーがお互いの状況を把握す

るために情報交換の場を作

った。 

・家庭や地域へ分かりや 
すくタイムリーな情報 
発信ができている。 

・校内作品展や校外作品 

展、ホームページ上の 

作品展等を計画的に開

催している。 

＜学部＞ 

・HPは定期的に情報発信するこ

とができた。COCOO は必要な

時に必要な情報を発信する

ことができた。Instagramは、

旬な出来事を発信すること

ができた。 

・計画的に校外の作品展に出展

したり、校内掲示も学習の足

跡が残るよう掲示したりす

ることができた。 

Ａ 

◎情報を発信する際には、学校

の魅力が伝わるよう、多くの

目で確認することができた。 

◎居住地域の作品展や、県の作

品展に出展することで、本校

の児童生徒を理解していた

だく機会とすることができ

た。 



様式第３号  

取組 

目標 
成果目標 達成状況 

評 

価 
成果◎と課題▲ 

・児童生徒が互いを知

り合い、その中で自

らを表現できる活動

内容になっている。 

＜特別支援課＞ 

・交流籍交流及び学校間交流で

は、児童生徒が相手の働きか

けに応じて自分の思いを表

現したり、自ら働き掛けたり

できる活動内容を設定する

ことができたと答えた教員

99％ 

Ａ 

◎交流籍交流では、事前打合

せ、継続した交流体験から相

手の働きかけに応じたり自

分から話しかけたりするこ

とができた。 

◎軽スポーツ部は、大会や湖西

高等学校との合同練習を通

じて、色々な人と関わること

ができた。 

  

・地域の幼保園や小中高 

からの依頼に対して必 

要なサポートをするこ 

とができている。 

＜特別支援課＞ 

・地域の幼小中高から相談が入

り、コーディネーターが出向

き助言をすることができた。 

・湖西市からは、２回講演会を

依頼され、講演会後の感想か

らは充実した内容であった

ことが分かった。 

Ａ 

◎近隣の学校からの依頼に対

して、コーディネーターや進

路指導課長などが、相談内容

によって出向きアドバイス

するなど、センター的機能を

発揮することができた。 

・デジタルプラットフォ 
ームの効果的な活用に 
向けての準備が整って 
いる。 

(教務 生徒 進路 体

保 特支 学習) 

＜教務課・関係分掌＞ 

・マニュアルを作成したり、課

員が説明会を行ったりした

ことで、教員が全児童生徒分

の教育支援計画を作成する

ことができた。 

Ａ 

◎教員が円滑に活用できるよ

う、教務課長を中心に準備を

進めることができた。 

 

 


